







































































































































































































































































































































































































































































ａ．各世帯の米品種数 BanKao BanNok Jed San 総計
1 5 2 7
2 4 1 5
3 2 4 6
4 2 1 3
6 1 1 2
7 1 1
調査対象世帯 15世帯 9世帯 なし 24世帯
世帯当たりの平均品種 2.5 1.8 4
ｂ．水田の耕作 BanKao BanNok Jed San 総計
水牛(借用 7 3 10
水牛(所有 11 16 27
人力のみ(家畜なし） 1 1
調査対象世帯 18世帯 20世帯 なし 38世帯
ｃ．精米方法 BanKao BanNok Jed San 総計
精米機のみ 9 9 18
機械と唐臼・臼杵の併 6 10 16
唐臼か臼杵 2 1 3























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































MEAT EGG fish frog
crab insect VEGE BAMBOO
salad OTHERS TOTAL nam pric only









boil soak steam fry grill larp salad nam pric only
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crab insect VEGE BAMBOO
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森枝卓士　2005『世界の食文化4　ベトナム・カンボジア・
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佐藤洋一郎編　2008『米と魚』ドメス出版.
らの特徴から「米と魚」の食文化と表現されるこ
ともある（佐藤2008）。
　調理方法については、長時間煮る調理が必要な
豆類や芋類が少なく、乾季では短時間で加熱でき
る葉物野菜と小型魚類・カエルの組み合わせが大
半を占めることから、soakと表現される短時間
の茹で調理が主体となっている。この点で、長時
間の茹で調理に適した保温性の高いオカズ用土鍋
の必要性が低い。また、ラオス南東部のウルチ米
は、全体として東南アジアの中では最も粘り気が
強いが、このような米は、オカズの量が少なく、
ナンプリック（ピリ辛の漬け味噌）の重要性が高
い食事（特に昼）との相性が良いと思われる。
　オイ族の炊飯方法は、フィリピンや中部タイの
土鍋炊飯と共通する「側面加熱蒸らしを伴う湯取
り法」である。ただし、フィリピンや中部タイに
比べて、粘り気の強い品種の比率が高いため、米
に対する水量が少なく、また、湯取り量も少ない。
また、オイ族の伝統的な米品種は、粘り気の弱い
品種が主体だが、粘り気がやや強い品種まで多様
な種類があるため、炊飯での水加減も「粘り気の
少ない品種ほど水を多めに入れる」という使い分
けを行なっている。ただし、金属鍋での炊飯しか
知らない若い世代では、米品種間で最初に入れる
水量の違いが不明瞭な分、湯取り時に水量を調整
する傾向がみられた。
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